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た。その結果，アクチンのサブドメイン 1に相当するラベル化ペプチド断片 Y337-K359 に相当する分子量
を有する分子イオンピーク m/z 3852 を検出した。このことは，myBと構造が非常に類似した化合物カビラ
ミド C（kaC）とアクチンの複合体結晶構造（2003 年，Klenchinら）における kaC結合部位を支持する結果
であった。
　アクチン－ apA複合体の結晶に対して X線結晶構造解析を行い，1.45 Åの分解能で立体構造を決定した。















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では，天然有機化合物の制がん性に関わると考えられる生物活性（アクチン脱重合活性）に関わる
重要な部分構造を化学合成し，それらの構造活性相関を明らかにした。さらに，新規の蛍光標識光アフィニ
ティプローブを設計し，対象タンパク質を蛍光標識できることを示すとともに，このプローブを用いて，他
のアクチン脱重合化合物の結合位置に関する知見を得る方法を開発した。加えて，タンパク質－天然物の結
晶構造を解析し，その構造的特徴を明らかにした。これらの結果から，制がん性に関わると考えられる構造
因子を提案した。これらの結果は，生物活性天然有機化合物の生物活性発現機構を分子構造レベルで解明す
るものであり，高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
